
【取り組む際に生じた課題】
• エリアによってさまざまな規制があり、細かな対応が求められる。
• 食の嗜好や習慣、宗教上のルールなどへの対応が必要。
• 販売ルートの確立のため、各エリアに強い輸出商社との取り組みが必要。

【ウェブサイト】 http://www.toafoods.co.jp

【対応の結果】
• 輸出規制をクリアできる原材料を選定することによりスムーズに輸出できた。
• 認証取得済み商品を求める顧客からの引き合いが増え販売が拡大した。
• 新たな販路が拡大し輸出先国が増えた。（現在30か国以上）

グルテンフリー乾麺

グルテンフリーラーメン

商社を通しての間接貿易で輸出を推進。国内・海外の展示会にも積極的に出展。

農林水産省のマッチングを活用し商社取引を拡大し、現在では世界３０か国以上に
輸出実績がある。

輸出額(万円) 輸出量(ｔ) 出荷時期

令和２年度 13,100 307
通年令和元年度 9,170 227

平成30年度 7,800 206

播州乾麺

【主な品目】

米国、カナダ、イスラエル、アジア、中東

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• 播州乾麺の輸出拡大を目指して機械製乾麺企業と手延素麺組合が一体となり
「播州乾麺輸出拡大協議会」を発足。協議会として展示会共同出展や海外向け
新商品開発、多言語対応のホームページを活用したPR活動などを実施。

【生じた課題への対応】
• JETROや農林水産省（GFP)を活用し様々な情報が入手できた。
• ハラール認証やコーシャ認証を取得し、販路拡大につながった。
• 輸出商社との商談機会を増やし取り組み企業を拡大した。

【連絡先】 担当者名：井上、東本、ＴＥＬ：079-252-3831 

【活用した支援・施策】 加工食品の輸出強化支援事業補助金、輸出先国の市場変化に対応した食品等の
製造施設等整備の緊急支援事業など

（昭和40年代より輸出開始）

兵庫県 東亜食品工業（株）
『播州乾麺を世界３０か国以上へ』

加工食品

• ハラール認証やコーシャ
認証取得によりイスラム圏
やイスラエルへの輸出が
拡大

• グルテンフリーやヴィーガ
ンに対応する商品を開発
し新たなマーケット開拓へ
チャレンジ


